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学会技術研究報告, WIT2006-41, pp51-56, 2006.10.  

79. 西本一平, 戸田真志, "Web リソースを対象としたプロセス想起型リファインディング支援", 

インターネットコンファレンス 2006(IC2006)論文集, pp.85-94, 2006.10.  

80. 和田雅昭, 畑中勝守, 戸田真志, "ホタテ養殖海域における小型海洋観測ブイの実用性評価", 

情報処理学会研究報告 UBI, 2006.11.  

81. 秋田純一, 高木宏章, 堂前圭祐, 戸田真志, 長崎健, 川嶋稔夫, "急速眼球運動対応の視線検出

機能を持つ列並列構成高解像度 VisionChip アーキテクチャ", 映像情報メディア学会情報セン

シング研究会, 2007.1.  

82. 笹川真吾, 戸田真志, "局所気象観測のための定点カメラ画像からの雲領域抽出アルゴリズム", 

動的画像処理実利用化ワークショップ(DIA2007)論文集, 2007.03. 

83. 新村 達, 秋田 純一, 櫻沢 繁, 戸田 真志, "導電性衣服を用いた高精度・多チャンネル筋電位

測定システム", インタラクション 2007 論文集, pp.51-52, 2007.  

84. 西本一平, 戸田真志, "Web リソースを対象としたリファインディング支援システム", インタラ

クション 2007 論文集, pp.63-64, 2007.03.  

85. 中小路隼一, 斎藤明子, 刑部育子, 戸田真志, 秋田純一, 岩田州夫, "遊びリフレクションのた

めの導電性布素材を用いた動的布絵本の製作", インタラクション 2007 論文集, pp.189-190, 

2007.03.  

86. 白川 晃, 戸田真志, "距離変換を用いた文字つぶれの修正に関する提案", 電子情報通信学会

技術研究報告, PRMU2006-271, pp.97-102, 2007.03.  

87. 篠永成人, 戸田真志, 刑部育子, "視点映像を利用した他者理解のための幼児の学び環境", 電

子情報通信学会技術研究報告, ET2006-125, pp.111-116, 2007.03.  

88. 中小路隼一, 斉藤明子, 刑部育子, 戸田真志, 秋田純一, 岩田州夫, "絵本学習リフレクション

のための導電性布を用いた動的布絵本の設計", 情報処理学会研究報告, 2007-EC-6, pp.33-40, 

2007.03.  

89. 和田雅昭, 畑中勝守, 戸田真志, "海洋ユビキタスセンシングのためのマリンブロードバンドの

構築", 情報処理学会研究報告 UBI, 2007.3.  

 
２）学会活動（役員・会員）、学会の組織運営、学会誌の編集委員など（平成 12-15 年度に限る） 
例： 

＃学会などの名称 

＆編集委員長又は委員などの別 

＄任務期間（年月） 



註：専門分野によっては適宜変更（例えば、学会を展覧会などと記す）・追加説明を付してください できれば展

覧会・学会などについても社会的位置付け、歴史、規模などの簡潔な説明を添えてください 

1. 日本ソフトウエア科学会第 18 回大会運営委員(3ヶ月) 

2. MIRU2004 現地実行委員 

3. ACM 国際大学対抗プログラミングコンテストアジア地区予選函館大会実行委員(10 ヶ月) 

4. ACM 国際大学対抗プログラミングコンテストアジア地区予選金沢大会実行委員(10 ヶ月) 

5. ACM 国際大学対抗プログラミングコンテストアジア地区予選会津大会実行委員(10 ヶ月) 

6. エンタテインメントコンピューティング 2003 実行委員(6 ヶ月) 

7. エンタテインメントコンピューティング 2004 実行委員(1 年 6ヶ月) 

8. エンタテインメントコンピューティング 2005 実行委員（6ヶ月） 

9. エンタテインメントコンピューティング 2006 実行委員（6ヶ月） 

10. エンタテインメントコンピューティング 2006 プログラム委員（3ヶ月） 

11. 日本バーチャルリアリティ学会エンタテインメント VR 研究委員会委員(3 年) 

12. 情報処理学会エンタテインメントコンピューティング研究会, 運営委員, 2005-.  

13. 情報処理学会ユビキタスコンピューティングシステム研究会, 幹事, 2005-.  

14. FIT2005 委員会, 情報処理学会 FIT2005 担当委員, 2005.  

15. インタラクション 2006 プログラム委員, 2006.  

16. FIT2006 委員会, 情報処理学会 FIT2006 担当委員, 2006.  

17. 実世界志向ユビキタスシンポジウム 2006 実行委員, 2006.  

18. ACM ACE2006 Program Committee, 2006.  
19. FMUIT2006 Program Committee, 2006.  
20. AAMAS2006 Local Organizing Committee, 2006.  

 
３）研究費獲得状況（未来大学外からの財源）（科学研究費、財団助成金、委任経理金など 
（平成 12-15 年度に限る） 
例： 

＃平成 12-(13)年度 

＆財源、たとえば科学研究費補助金 

＄研究課題名 

％代表者、分担者の別、研究課題参加者数、あるいは○○研究所との共同研究（相手機関の協同研究者数など） 

￥研究経費（例：平成 12 年度; 800 千円、平成 13 年度; 500 千円） 



科学研究費補助金 

1. 空間的編集を施した行動記録映像の提示方式に関する研究(若手 B) 

・ 代表者、1名 

・ 平成 14 年度 2,100 千円、平成 15 年度 1,100 千円 

2. 知的活動支援を目的としたエピソード映像記録のための情報要約機構（特定領域 B） 

・ 分担者、4名 

・ 平成 12 年度 8,500 千円、平成 13 年度 7,500 円 

3. 急速眼球運動によるユーザインターフェースのための画像処理 LSI センサの試作（基盤研究 B）

・ 分担者、4名 

4. 現在の視線映像をクエリとしたライフログの段階的検索と呈示（若手 B） 

・ 代表者、1名 

・ 平成 18 年度 1,800 千円、平成 19 年度 1,400 千円 

民間企業との共同研究 

1. 無線型電子百葉箱 ecopicAIR の開発（株式会社エス・イー・シー） 

・ 分担者、3名 

・ 平成 13 年度 1,000 千円 

2. 自動車整備および流通に関する情報化技術の研究（翼システム株式会社） 

・ 分担者、8名 

・ 平成 13 年度 4,389 千円 

3. 室内 GPS 計測技術に関する基礎研究（測位衛星株式会社） 

・ 分担者、5名 

・ 平成 14 年度 0円（器材提供のため） 

4. システム LSI の応用研究（三菱電機株式会社） 

・ 分担者、3名 

・ 平成 14 年度 200 千円 

その他 

1. 知的クラスター創成事業「札幌 IT カロッツェリアの創成」構想 

・ 分担者、18名 
2．IPA 未踏ソフトウエア創造事業「空間配置自由度の高いユビキタスセンサ・アクチュエータシス

テム」 

・ プロジェクトサブリーダ 

・ 平成 15 年度 10,000 千円 

3．シップ・アンド・オーシャン財団「IT 技術を利用した総合的塗料飛沫飛散防止システムの開発」

・ 分担者 

4．ノーステック財団産業創造技術研究開発支援事業「全方位型視覚センサを用いた気象計測・農作

物監視システムの開発」 



・ 分担者 

 
４）その他（特許、内地研究（学内共同研究は除外）および在外研究歴と成果など特記すべきこ

と。本項目は平成 12-15 年度に限定しない。） 
・特許出願中 2 件 

特願 2004-140061、特開 2005-322052「ユビキタスシステム、デバイス接続方法、導電性布、導電性

衣服および導電性壁」 

特願 2006-121591「衣服」 

 
 
２ 教育業績 
 
１) 教育負担の実態（複数教員で担当する科目の場合は、貴方の分担分のみ）本項目は時間割に

含まれた教科（補講･補習など教室で行なったものは含む）を調査の対象としております。従

って、○○研究会、○○同好会など、各教員室他で行なったものは、対象外とします。試験

やレポートなどの採点時間も除外します。 
例： 

＃科目名（講義・演習・実習・補講の別）、単位数・必修/選択の別、担当教員数（単独の場合は不要） 

＆実施期間（平成 12 年度前期、あるいは平成 13 年 10-11 月）、実施コマ数（休講しても補講で補えば算定する）、

補講をしなかった休講回数（例：実施 13 コマ、休講 2 コマ） 

＄実働時間数（全て、実時間合計(推定)値でお願いします）、演習などは一コマ 1.5 時間を超えていると思われま

すので、そのような場合は、たとえば一こま 2.2 時間などと算定してください（例：実働 22.5 時間）   

％受講登録学生数（例：45 名）、平均的出席者数（例：38 名；初めは 40 名、終りは 25 名など）、単位認定（合格）

者数 

註：本項目はできるだけ正確にお願いしたいですが、概数でも結構です 記述がない場合は 0 と判断します 

１． 情報機器概論（講義、2単位、必修、2名で担当（平成 17 年度より 3名で担当）） 

・ 実施期間：平成 13 年度前期、平成 17 年度 

・ 実施コマ数（平成 13 年度）：実施 12 コマ、休講 3コマ、実働 18 時間 

・ 実施コマ数（平成 17 年度）：実施 14 コマ、休講 1コマ、実働 21 時間 



・ 受講登録学生数（平成 13 年度）：84 名、平均的出席者数：80 名、単位認定者数：83 名 

・ 受講登録学生数（平成 17 年度）：88 名、平均的出席者数：85 名、単位認定者数：86 名 

・ 受講登録学生数（平成 18 年度）：90 名、平均的出席者数：80 名、単位認定者数：81 名 

２． アルゴリズムとデータ構造（講義、2単位、必修、2名で担当） 

・ 実施期間：平成 13 年度後期 

・ 実施コマ数：実施 13 コマ、休講 2コマ、実働 19.5 時間 

・ 受講登録学生数：96 名、平均的出席者数：85 名、単位認定者数：72 名 

３． ウェブテクノロジ（講義、2単位、必修、2名で担当） 

・ 実施期間：平成 13 年度後期（週 1 コマ）、平成 14 年度後期（週 2 コマ）、平成 15 年度後期（週

2コマ）、平成 16 年度後期（週 2コマ）、平成 17 年度後期（週 2コマ） 

・ 実施コマ数（平成 13 年度）：実施 12 コマ、休講 3コマ、実働 18 時間 

・ 実施コマ数（平成 14 年度）：実施 26 コマ、休講 4コマ、実働 39 時間 

・ 実施コマ数（平成 15 年度）：実施 24 コマ、休講 6コマ、実働 36 時間 

・ 実施コマ数（平成 16 年度）：実施 26 コマ、休講 4コマ、実働 39 時間 

・ 実施コマ数（平成 16 年度）：実施 26 コマ、休講 4コマ、実働 39 時間 

・ 実施コマ数（平成 17 年度）：実施 24 コマ、休講 6コマ、実働 36 時間 

・ 受講登録学生数（平成 13 年度）：81 名、平均的出席者数：75 名、単位認定者数：78 名 

・ 受講登録学生数（平成 14 年度）：178 名、平均的出席者数：165 名、単位認定者数：157 名 

・ 受講登録学生数（平成 16 年度）：177 名、平均的出席者数：160 名、単位認定者数：168 名 

・ 受講登録学生数（平成 17 年度）：170 名、平均的出席者数：150 名、単位認定者数：154 名 

４． 情報アーキテクチャ演習 II（演習、2単位、必修、5名で担当） 

・ 実施期間：平成 13 年度後期、平成 14 年度後期、平成 15 年度後期、平成 16 年度後期 

・ 実施コマ数（平成 13 年度）：実施 13 コマ、休講 2コマ、実働 39 時間 

・ 実施コマ数（平成 14 年度）：実施 13 コマ、休講 2コマ、実働 65 時間 

・ 実施コマ数（平成 15 年度）：実施 13 コマ、休講 2コマ、実働 65 時間 

・ 実施コマ数（平成 16 年度）：実施 13 コマ、休講 2コマ、実働 65 時間 

・ 受講登録学生数（平成 13 年度）：81 名、平均的出席者数：80 名、単位認定者数：80 名 

・ 受講登録学生数（平成 14 年度）：82 名、平均的出席者数：74 名、単位認定者数：74 名 

・ 受講登録学生数（平成 16 年度）：40 名、平均的出席者数：40 名、単位認定者数：40 名 

５． 画像工学（講義、2単位、選択、1名で担当） 

・ 実施期間：平成 14 年度前期、平成 15 年度前期、平成 16 年度前期、平成 17 年度前期、平成 18

年度前期 

・ 実施コマ数（平成 14 年度）：実施 13 コマ、休講 2コマ、実働 19.5 時間 

・ 実施コマ数（平成 15 年度）：実施 13 コマ、休講 2コマ、実働 19.5 時間 

・ 実施コマ数（平成 16 年度）：実施 12 コマ、休講 3コマ、実働 18 時間 

・ 実施コマ数（平成 17 年度）：実施 12 コマ、休講 3コマ、実働 18 時間 



・ 実施コマ数（平成 18 年度）：実施 12 コマ、休講 3コマ、実働 18 時間 

・ 受講登録学生数：104 名、平均的出席者数：45 名、単位認定舎数：41 名 

６． 応用数学演習 

・ 実施期間：平成 18 年度前期 

・ 実施コマ数（平成 18 年度）：実施 13 コマ、休講 1コマ、実働 19.5 時間 

・ 受講登録学生数：29 名、平均的出席者数：29 名、単位認定舎数：29 名 
 
２) 成績評価方法（その方法を具体的に記載・学生（社会）が納得するような具体的説明。） 
また、複数の教員で担当する科目の場合は、取りまとめの方法についても記述してください。 

１． 情報機器概論 

・ 出席点（約 50％）、毎回のレポート（約 25％）、最終課題（約 25％）により評価（具体的な計算

式は割愛する） 

・ 評価方法は担当者間で統一した。ちなみに同一のプレゼンテーションファイルを使用すること

で、ほぼ同一の授業品質を保つように心がけた 

・ 担当者が別個に授業用のサイトを立ち上げ、それぞれの授業内容、進捗状況を常に把握できるよ

うにした。 

２． ウェブテクノロジ 

・ 出席点（約 5%）、中間および期末試験（約 70%）、最終課題（約 25%）により評価（具体的な計算

式は割愛する） 

・ 試験問題は同一のものを使用し、配点、採点基準（部分点含む）も担当者間で統一のものとした。

・ 担当者が別個に授業用のサイトを立ち上げ、それぞれの授業内容、進捗状況を常に把握できるよ

うにした。 

３． 情報アーキテクチャ演習 II 

・ 出席点（約 25%）、レポート（約 75%）により評価（具体的な計算式は割愛する） 

・ 担当者間で同一の資料を用いて演習を進めた（演習内容は Web サイトで常時公開した） 

４． 画像工学 

・ 出席点（約 5%）、期末試験（約 80%）、レポート課題（約 15%）により評価（具体的な計算式は割

愛する） 

・ 授業用のサイトを立ち上げ、授業用資料、演習問題等は学生が常時参照できるようにした。 
 
３）講義方法など改善への努力（FD 関連の講演会などの聴講回数、教育内容とそれらの効果につ

いて貴方が行われた事柄・目標を具体的に記述して下さい）。 



講義フィードバックシステム以外でも、定期的に学生に対して授業に関するアンケートを実施した。

 
４）その他（上記以外に特記すべきことがありましたら、簡潔かつ具体的に、箇条書きなどで記

述してください。特に、貴方が作られたシラバスと現在教務委員会で検討されている（コース別）

講義内容・目標、あるいは JABEE などとの関連、並びに貴方が担当されている科目の位置付け

などについてご意見があれば記して下さい。また、本学は教員の専門分野が多岐にわたっている

ため、相互理解を目的としたコース特有の問題点や、皆さんの教育に対する抱負などを記述して

戴いても結構です。） 
特になし 

  
 
３ 大学の管理運営 
各種委員会（委員長・委員、クラス担任、学習指導・生活指導、クラブ活動の顧問等の実績（具

体的に記述してください、できれば実働延べ時間数など））、その他。 
１． 情報通信システム委員会委員 

２． 地域国際交流委員会委員 

３． オープンキャンパス WG 長 

４． 広報委員会委員 

５． 競技麻雀サークル「となしっぺ」顧問 

６． 合唱部顧問 

７． ツーリングサークル顧問 

８． 徒歩部顧問 

９． 遊部顧問 

１０． クラス担任（平成 13 年度入学 Kクラス他） 

１１． 新入生パソコン講習会担当 

１２． 学生のパソコントラブル対応 
 
 
４ その他 



資格（技術士など）、地域への貢献（地域自治体審議会、委員会等の役員、委員。地域との共同研

究・技術相談。公開講座・出前授業・市民向け講演）あるいは提言・御意見など 
地域への貢献 

１． 函館地域産業振興財団研究開発助成事業技術調査委員(平成 13 年度) 

２． 株式会社エス・イー・シーとの共同研究（平成 13 年度） 

３． 函館高等専門学校、運輸局、造船組合、函館市役所との共同研究（平成 17 年度） 

４． 南北海道財団主催「小中学生のためのパソコン教室」講師（平成 14 年度、平成 15 年度、平成 16

年度、平成 17 年度、平成 18 年度） 

５． 函館市立赤川小学校評議委員（平成 17 年度、平成 18 年度） 

講演等 

１． 公立はこだて未来大学オープンキャンパス講演（平成 13 年度、平成 14 年度） 

２． 平成 13 年度高校生向け出張講義（函館西高校、函館東高校、旭川西高校） 

３． 平成 14 年度高校生向け出張講義（釧路江南高校） 

４． 平成 15 年度高校生向け出張講義（旭川西高校） 

５． 平成 16 年度高校生向け出張講義（大麻高校、苫小牧南高校、滝川西高校、大館鳳鳴高校） 

６． 平成 17 年度高校生向け出張講義（士別高校） 

７． 財団法人南北海道学術振興財団, 2005 年度成人大学講師 

８． JR 北海道株式会社講習会講演（平成 14 年度） 

９． 沖縄電子自治体推進協議会 11 月講演会（平成 14 年度） 

１０． ベルーガ会議講演（東和電機他が参加する技術交流会議）（平成 14年度、平成 16 年度） 
 


